
(28)(27)(2(}) ㈲(24)

創

世

記

第

一
章

二
七

節

。

原

理

講

論

(中

文

版

)
、

三

八

二

頁

。

同

上

、

三

八

四
ー

三

八

五
頁

。

同

上

、

三

八

五

ー

三

八

六
頁

。

ヘ
ー
ゲ

ル
弁

証
法

の
体

系

は

「
存

在

論

」

(言

實

m
く
゜
m

S
e
in
)

に
お

い

て
も

、

「
本

質

論

」

(L
e
h
r
e　
v
o
m
　
W

e
s
e
n
)

に

お

い

て
も

、
ま

た

は

「
概

念

論

」

(い
①
寳

①
く
o
m
　
B
e
g
r
iff)　
に

お

い
て
も

、
そ

の
対

立

概

念

で

あ

る

「
正
/l

(T
h
e
s
is
)
と

「
反
」

(A
n
ti-th
e
s
is
)　
と

は
、

皆

相

助

け

合

う

も

の
と

す

る

。

す

な

わ

ち

、

存

在

(しっ
9
ロ
)

で

は

、

「
質

」　
(Q
u
a
lita
t)　
と

「
量
」

(Q
u
a
n
tita
t
)　
と

を

「
正

」

と

「
反
」

と

し

、
概

念

(切
①
αq
「
iff)

で

は

、
「
本

質

」

(≦

①
ω
雪

)
と

「
顕

象
」

(E
r
s
c
h
e
in
u
n
g
)

と

を

「
正

」

と

「
反
」

と

し

、

「
観

くr"
」

(Id
e
e
n
)

で

は

「
・ra
観

性

」　
(S
u
b
je
k
tiv
ita
t
)　
と

「
客

観

性
」　
(O
b
je
k
tiv
it
a
t)

と

を

「
正

」

と

「
反

」

と

す

る

。

そ

の
他

の
自

然

哲

学

ま

た

は

精

神
哲

学

も
皆

そ
う

で
な

い
も

の

は
な

く

、

皆

そ

の
存

在

過

程

を

展

示

す

る
も

の

で
あ

り

、

衝

突

過

程

を

顕

現

す

る
も

の
で

は

な

い
。
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大
椋
教
の
経
典
か
ら
見
た
宗
教
統

の
可
能
性

 

r



+eF
恒

寧

(L
e
e
　H
a
n
g
　
N
y
o
n
g
)

一
九

一
五
年
生
ま
れ
。
京
城
帝
国
大
学
卒
業
。
高
麗
大
学
校
教

授
、
法
科
大
学
学
長
、
弘
益
大
学
校
総
長
を
歴
任
。
現
在
、
弘

益
大
学
校
名
誉
教
授
。
専
攻
、
法
学
。
世
界
平
和
教
授
協
議
会

会
長
。
主
な
著
書

『法
哲
学
概
論
』

『法
哲
学
的
人
間
学
』
他
。

▼

大
綜
教
の
略
史

(椋
は
古
代
神
人
の
意
味
で
あ
る
)
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大
綜
教
は
檀
君
を
信
仰
す
る
宗
教
で
、
韓
民
族
は
そ
の
発
生
の
初
め
か
ら
そ
の
始
祖
と
思
わ
れ
る
檀
君

を
祭

っ
た
。
コ
ニ
国

遺
事
」
に
は
、
桓
因
の
庶
子
桓
雄
が
、
弘
益
人
間
の
理
想
を
い
だ
い
て
白
頭
山
に
下
り
神
市
を
建
設
し
て
、
地
上
の
熊
族
の
女

と
結
婚
し
て
檀
君
を
生
み
、
そ
の
檀
君
が
韓
民
族
の
最
初
の
国
家
で
あ
る
朝
鮮
を
建
国
し
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。

檀
君
は
天
神
の
子
孫
で
あ
る
か
ら
、
檀
君
を
祭
る
こ
と
は
す
な
わ
ち
天
神
を
祭
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
祭
天
の
様
式
と
し

て
現
れ
た
。

韓
民
族
は
、
自
ら
天
神
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
自
覚
か
ら
、
早
く
か
ら
祭
天
の
儀
式
を
持
っ
た
が
、
現
今
す
る
京
畿
道
江
華

郡
摩
尼
山
の
暫
星
壇
は
、
こ
の
よ
う
な
祭
天
壇
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
暫
星
壇
は
檀
君
が
祭

天
し
た
所
で
、
こ
の

祭
天
儀
式
は
、
扶
鈴
時
代
に
伝
わ
り
代
天
と
い
わ
れ
、
陰
暦
十
月
に
迎
鼓
と
い
う
祭
名
で
挙
行
さ
れ
、
そ
の
と
き
に
は
国
中
大

会
し
て
歌
舞
飲
酒
を
楽
し
み
、
三
韓
時
代
に
は
襖
飲
と
い
う
祭
名
で
行
わ
れ
た
。

三
国
時
代
に
入
る
と
、
高
句
麗
で
は
敬
天
と
い
い
、
祭
名
は
東
盟
と
い
い
、
新
羅
で
は
崇
天
と
い
い
、
百
済
で
は
効
天
と
い
っ

た
。
統

一
新
羅
で
は
風
流
道
と
し
て
祭
天
し
、
高
麗
で
は
八
関
会
と
し
て
祭
天
し
、
朝
鮮
で
は
綜
教
と
し
て
祭
天
し
た
が
、
綜

と
は
古
代
神
人
の
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
朝
鮮
時
代
に
儒
教
が
国
教
と
な

っ
て
か
ら
、
大
義
名
分
上
天
子
国
で
な
い
朝
鮮
国
で

祭
天
す
る
の
は
不
可
で
あ
る
と
し
て
、
祭
天
儀
式
は
廃
止
さ
れ
た
。
や
が
て
三
国
時
代
に
道
教
が
入
り
祭
天
風
習
が
生
ま
れ
、

こ
れ
は
統

一
新
羅
時
代
、
高
麗
時
代
ま
で
昭
格
殿
に
て
祭
天
し
た
。
朝
鮮
時
代
に
入

っ
て
も
昭
格
殿
に
お

い
て
祭
天
が
行
わ
れ
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「
1

`

た
が
、
こ
れ
も
儒
家
の
反
対
で
廃
止
さ
れ
た
。

朝
鮮
の
高
宗
の
と
き
、
清
国
の
従
属
国
か
ら
独
立
し
て
称
帝
建
元
す
る
に
至
り
、
京
城
の
小
公
洞
に
円
丘
壇
を
設
置
し
て
皇

帝
が
祭
天
し
た
が
、
韓
日
合
併
の
後
円
丘
壇
は
廃
止
さ
れ
た
。

韓
民
族
は
天
神
を
信
仰
し
て
、
祭
天
儀
式
を
長

い
間
国
家
的
行
事
と
し
て
続
け
た
が
、
途
中
で
廃
止
さ

れ
た
。
し
か
し
民
間

信
仰
と
し
て
の
天
神
信
仰
は
そ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
て
き
た
。
庶
民
達
は
浄
華
水
を
捧
げ
て
祭
天
し
て
願
望
を
祈
り
、
七
星
壇
に

て
致
誠
す
る
の
が
素
朴
な
天
神
信
仰
の
形
態
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
王
朝
の
変
動
と
関
係
な
く
、
庶
民
達
の
間
に
伝
わ

っ
て
き
た
。

旧
韓
国
末
に
日
本
が
韓
国
を
侵
略
す
る
行
為
が
甚
し
く
な
る
や
、
弘
厳
羅
詰

(
一
八
六
三
～

一
九

=
ハ
)
は
檀
君
信
仰
を
復

興
し
、

一
九
〇
九
年

一
月
十
五
日
大
綜
教
を
重
光
し
た

(重
光
と
は
、
創
教
し
た
の
で
な
く
、
上
古
か
ら
存
在
し
た
檀
君
教
が

暗
闇
に
沈
ん
で
い
た
の
を
再
び
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
徐
と
は
上
古
神
人
の
意
味
で
あ
り

、
そ
の
綜
の
字
に
大

の
字
を

つ
け
て
大
綜
教
と
い
っ
た
)
。
し
か
し

一
九

一
五
年
朝
鮮
総
督
府
が
大
綜
教
を
不
法
化
し
た
た
め
、
大
保
教
は
満
州
に

て
独
立
運
動
を
継
続
し
て
、

一
九
四
五
年
の
解
放
と
と
も
に

一
九
四
⊥ハ
年
に
帰
国
し
た
。

羅
詰
は
、
日
帝
の
侵
略
に
よ
る
亡
国
の
非
運
を
予
感
し
て
、
伝
統
的
な
民
族
宗
教
を
復
興
さ
せ
て
国
運
を
打
開
し
よ
う
と
し

た
。し

か
し

一
九

一
〇
年
韓
日
合
併
が
な
る
や
、

一
九

一
六
年
黄
海
道
九
月
山
に
て
殉
教
し
た
。
九
月
山
は
桓
因
、
桓
雄
、
檀
君

の
三
神
を
祭
る
三
聖
祠
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

羅
詰
が
殉
教
し
た
後
、
そ
の
後
を
継
い
だ
二
代
教
主
茂
園
金
献
は
、
日
帝
の
迫
害
の
た
め
に

一
九

一
七
年
総
本
司
を
満
州
に

移
し
た
。

一
方
、
教
統
継
承
を
辞
退
し
た
白
圃
徐

一
は
独
立
運
動
に
終
始
し
た
た
め
、
壇
崖
サ
世
復
が
金
献
の
後
を
継

い
で
三
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代
教
主
と
な

っ
た
。
終
戦
と
と
も
に

一
九
四
六
年
総
本
司
が
京
城
に
帰
国
し
、
帰
国
以
来
教
統
伝
受
制
度
を
廃
止
し
て
、

教
制
度
を
採
択
し
、
自
ら
第

一
代
総
典
教
に
就
任
し
て
、
爾
来
今
日
ま
で
詰
元
老
が
総
典
教
を
継
承
し
て
い
る
。

総
典
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二

大
保
教
の
経
典

 

(
1
)

三

一
神

詰

 

そ
の
伝
来
の
経
路

大
僚
教
の
基
本
経
典
は
三

一
神
詰
で
あ
る
。
三

一
神
詰
は
、
神
が
人
間
に
化
身
し
て
白
頭
山
に
降
臨
し
、
人
間
に
啓
示
し
た

経
典
で
あ
る
。
そ
の
三

一
神
詰
が
今
日
ま
で
伝
わ

っ
て
き
た
経
路
が
奉
蔵
記
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
三
六
六
甲
子
年
に
神
が
白

頭
山
に
下
り
、
土
地
を
開
拓
し
て
人
間
と
万
物
を
育
生
し
、
一
二
五
年
戌
辰
年
十
月
三
日
霊
宮
に
て
三

一
神
詰
を
啓
示
さ
れ
た
。

そ
の
と
き
、
彰
虞
は
三
千
団
部
の
群
衆
を
率

い
、
高
矢
は
青

い
石
を
東
海
浜
か
ら
運
搬
し
、
神
誌
は
そ
の
石
に
絵
様
の
文
字
を

刻
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
後
に
箕
子
が
、

一
土
山
人
王
受
競
を
招
聴
し
、
股
の
甲
骨
文
字
に
翻
訳
さ
せ
、
壇
木
に
書

い
て

読
ん
だ
。
伝
え
る
話
に
よ
る
と
、
右
の
原
本
は
扶
飴
の
国
庫
に
蔵
さ
れ
、
壇
木
の
原
本
は
衛
満
朝
鮮
が
保
管
し
て
い
た
が
、
皆

戦
争
に
よ
り
な
く
な
り
、
た
だ
高
句
麗
に
て
漢
字
で
翻
訳
さ
れ
て
伝
わ

っ
た
の
を
、
渤
海
の
高
王
大
酢
栄

が
賛
文
を
つ
け
て
霊

宝
閣
に
お
い
た
の
を
、
文
王
が
白
頭
山
報
本
壇

の
石
室
に
隠
し
て
お
い
た
。
そ
れ
を
韓
末
に
、
倍
達
民
族

の
破
滅
を
救
い
人
類

に
平
和
を
も
た
ら
す
た
め
、
神
が
神
仙
で
あ
る
白
峰
を
送

っ
て
捜
さ
せ
、
伯
栓
と
杜

一
白
を
し
て
、

一
九
〇
五
乙
巳
年
に
羅
詰

に
伝
受
し
た
と

い
う
。
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■

三
一
神
詰
の
内
容

第

一
章

天
訓

帝
日

元
輔
彰
虞

蒼
蒼
非
天

玄
玄
非
天

天

無
形
質

無
端
佛

無
上
下
四
方

虚
虚
空
空

無
不
在

無
不
容

第
二
章

神
訓

神
在
無
上

一
位

有
大
徳
大
慧
大
力

生
天

主
無
数
世
界

造
衆
衆
物

繊
塵
無
漏

昭
昭
霊
霊

不
敢
名
量

声
気
願
禧

絶
親
見

自
性
求
子

降
在
爾
脳

第
三
章

天
宮
訓

天

神
国

有
天
宮

階
万
善

門
万
徳

一
神
悠
居

群
霊
諸
哲

護
侍

大
吉
祥

大
光
明
庭

惟
性
通
功
完
者

朝

永
得
快
楽

第
四
章

世
界
訓

爾
観

森
列
星
辰

数
無
蓋

大
小

明
暗

苦
楽

不
同

一
神

造
群
世
界

神
勅
日
世
界

使
者

轄
七
百
世
界

爾
地
自
大

一
丸
世
界

中
火
震
湯
皿

海
幻
陸
遷

乃
成
見
象

神
呵
気
包
底

照
日
色
熱

行

化
游
栽

物
繁
殖

第
五
章

真
理
訓

人
物
同
受
三
真

日
性
命
精

人
全
之

物
偏
之

真
性

無
善
悪

上
哲
通

真
命
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無
清
濁

中
哲
知

真
精

無
厚
薄

下
哲
保

返
真

一
神

惟
衆
迷
地

三
妄
着
根

日
心
気
身

心
依
性

有
善
悪

善
福
悪
禍

気
依
命

有
清
濁

清
寿
濁
妖

身
依
精

有
厚
薄

厚
貴
薄
賎

真
妄
対
作
三
途

日
感
息
触

轄
成
十
八
境

感

喜
催
哀
怒
貧
厭

息

芽
瀾
寒
熱

震
湿

触

声
色
臭
味
淫
抵

衆

善
悪
清
濁
厚
薄

相
雑

従
境
途
任
走

堕
生
長
肖

病
殻
苦

哲

止
感
調
息

禁
触

一
意
化
行

返
妄
即
真

発
大
神
機

性
通
功
完

是

こ
れ
を
翻
訳
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

第

一
章

天
の
教
え

天
帝
日
く
、
元
輔

(今
日
の
総
理
に
該
当
す
)
彰
虞

(山
川
を
治
め
る
臣
民
)
よ
聞
け
。
あ
の
青
い
の
が
天
で
は
な
く
、
あ

の
黒
い
の
が
天
で
は
な
い
。
天
は
形
も
内
容
も
な
く
、
初
め
も
終
わ
り
も
な
く
、
上
下
四
方
も
な
く
、
虚
空
に
し
て
い
な
い
所

が
な
く
、
色
の
な
い
所
も
な
い
。

第
二
章

神
の
教
え

神
は
無
上
の

一
位
に
お
い
て
、
大
徳
と
大
慧
と
大
力
を
も
っ
て
天
を
生
み
、
無
数
世
界
を
主
管
し
、
万
物
を
創
造
し
、
細
か
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い
塵
も
漏
さ
な
い
。
昭
昭
霊
霊
に
し
て
敢
え
て
名
づ
け
て
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
声
気
で
願
禧
す
れ
ば
絶
対
に
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
自
ら
の
本
性
に
そ
の
種
子
を
求
め
る
と
汝
の
脳
に
あ
る
。
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第
三
章

天
宮
の
教
え

天
は
神
の
国
で
あ
る
。
天
宮
が
あ
り
、
万
善
を
も

っ
て
階
段
を
造
り
、
万
徳
を
も

っ
て
門
を
造
っ
て
い
る
。
一
神
が
悠
居
し
、

群
霊
と
諸
哲
が
護
侍
し
て
い
る
。
大
吉
祥
大
光
明
の
と
こ
ろ
で
た
だ
本
性
を
通
し
功
労
を
完
う
し
た
者
の
み
が
進
み
入
り
、
永

久
の
快
楽
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
章

世
界
の
教
え

汝
は
森
列
し
た
星
辰
を
見
よ
!

そ
の
数
は
無
蓋
で
、
大
小
、
明
暗
、
苦
楽
は
同
じ
で
な
い
。

一
神
が
群
世
界
を
創
造
し
、

神
が
日
世
界
の
使
者
を
し
て
七
百
世
界
を
統
轄
す
る
。
汝
の
地
が
自
ら
大
き
い
と
思
っ
て
も
、

一
丸
の
世
界
に
す
ぎ
な
い
。
中

の
火
が
振
動
爆
発
し
て
海
と
な
り
、
陸
と
な
り
、
つ
い
に
今
見
え
る
よ
う
な
現
象
と
な

っ
た
。
神
が
気
を
ふ

い
て
底
ま
で
包
み
、

太
陽
の
光
と
熱
を
照
し
、
歩
き
、
飛
び
、
変
化
し
、
泳
ぎ
栽
培
す
る
い
ろ
い
ろ
な
物
が
繁
殖
し
た
。

第
五
章

真
理
の
教
え

人
間
と
万
物
は
と
も
に
三
真
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
性
と
命
と
精
で
あ
る
。
人
間
は
こ
れ
を
完
全
に
受
け
て
い
る
が
、

万
物
は
偏
っ
て
受
け
て
い
る
。
真
性
は
善
悪
が
な
い
が
上
哲
は
通
じ
、
真
命
は
清
濁
が
な
い
が
中
哲
は
知
り
、
真
精
は
厚
薄
が

Y
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な
い
が
下
哲
は
保

つ
。
真
に
返
れ
ば

一
神
に
な
る
。

大
衆
は
地
に
迷
い
三
妄
に
根
を
下
す
。
こ
れ
は
心
と
気
と
身
で
あ
る
。
心
は
性
に
依
存
し
善
悪
が
あ
り
、
善
な
れ
ば
福
を
受

け
悪
な
れ
ば
禍
を
受
け
る
。
気
は
命
に
依
存
し
清
濁
が
あ
り
、
清
け
れ
ば
長
生
し
濁
れ
ば
早
死
す
る
。
身
は
精
に
依
存
し
厚
薄

が
あ
り
、
厚
け
れ
ば
貴
く
な
り
薄
け
れ
ば
賎
し
く
な
る
。

真
と
妄
が
相
対
し
て
三
途
を
造
る
が
、
こ
れ
は
感
と
息
と
触
で
あ
る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
十
八
境
に
転
成
す
る
。
す
な
わ
ち
感

は
喜
催
哀
怒
貧
厭
と
な
り
、
息
は
券
欄
寒
熱
震
湿
と
な
り
、
触
は
声
色
臭
味
淫
抵
と
な
る
。

普
通
の
大
衆
は
善
悪
清
濁
厚
薄
が
相
交
わ
り
、
境
途
に
従

っ
て
任
意
に
起
こ
り
、
出
生
し
生
長
し
老
い
、
病
気
に
な
り
死
ぬ

苦
痛
に
堕
る
が
、
哲
人
は
感
を
止
め
息
を
調
え
触
を
禁
じ
、

一
意
に
て
化
行
し
妄
を
返
し
て
真
に
即
し
、

一
神
機
を
発
し
本
性

を
通
じ
功
労
を
完
う
す
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

そ
の
大
意

三

一
神
詰
の
大
意
を
祭
す
れ
ば
、
第

一
章
の
天
訓
は
宇
宙
空
間
の
無
形
無
跡
で
あ
る
こ
と
と
、
天
道
が
無
窮
な
る
こ
と
を
明

に
し
、
第
二
章
の
神
訓
は
、
神
が
万
有
の
主
宰
者
で
、
大
徳
、
大
慧
、
大
力
の
三
大
権
能
を
持
ち
、
天
地
万
物
を
創
造
し
た
こ

と
と
、
神
は
ま
た
人
間
の
脳
裡
に
下
り
る
と
い
う
神
人
合

一
の
教
え
で
あ
る
。

第
三
章
の
天
宮
訓
は
、
来
世
観
で
、
万
善
と
万
徳
で
造
ら
れ
大
吉
祥
大
光
明
の
所
で
あ
る
天
宮
は
、
正

し
い
信
仰
と
修
道
で

本
然
の
真
の
姿
に
返
っ
た
人
の
み
進
み
入
り
、
永
遠
の
快
楽
を
得
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
第
四
章
の
世
界
訓

で
は
、
宇
宙
創
造

の
過
程
と
現
象
を
論
じ
て
い
る
が
、
宇
宙
間
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
、
主
宰
者
で
あ
る

一
神
が
創
造
し
、
そ
の

一
神
が
大
気
を
ふ

き
こ
み
、
万
物
を
繁
殖
さ
せ
る
と
と
い
た
。
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第
五
章
の
真
理
訓
で
は
、
万
物
は
性
命
精
の
三
真
を
受
け
て
い
る
が
、
無
善
悪

の
真
性
は
上
哲
が
通
じ
、
無
清
濁
の
真
命
は

中
哲
が
知
り
、
無
厚
薄
の
真
精
は
下
哲
が
保
存
し
、
哲
人
が
本
性
を
通
じ
功
労
を
完
う
し
て
真
に
返
れ
ば
神
と
な
り
、
三
真
と

三
妄
が
対
立
し
て
三
妄
で
あ
る
心
気
身
は
善
悪
、
福
禍
、
清
濁
、
寿
妖
、
厚
薄
、
貴
賎
が
分
か
れ
た
と
い

っ
た
。
こ
の
よ
う
な

真
妄
の
対
立
か
ら
感
息
触

の
三
途
を
つ
く
る
が
、
こ
れ
は
さ
ら
に
十
八
境
に
転
成
し
、
哲
人
は
止
感
、
調
息
、
禁
触
の
三
法
に

て
、
性
通
功
完
の
真
境
に
入
る
と
い
っ
た
。
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(2
)

天
符

経

 

天
符
経
は
、
三

一
神
諾
が
伝
受
さ
れ
て
か
ら
十

一
年
後
の

一
九

一
六
年
丙
辰
年
に
、
採
薬
師
の
桂
延
寿
が
太
白
山
の
石
壁
に

て
発
見
し
た
。
天
符
経
は
檀
君
時
代
に
神
誌
が
蒙
字
で
古
い
碑
石
に
書
き
、
新
羅
末

の
孤
雲
、
崔
致
遠
が
そ
の
文
字
を
解
釈
し

て
太
白
山
に
刻
ん
だ
の
を
桂
延
寿
が
発
見
し
て
、
二
年
後
の
戌
午
年
に
曙
宇
全
乗
勲
が
こ
れ
を
手
に
入
れ
、

一
九

一
九
年
己
未

年
に
中
国
の
北
京
に
て

「精
神
哲
学
通
編
」
を
発
刊
し
、
そ
の
中
に
天
符
経
と
そ
の
解
説
を
記
し
た
の
が
今

日
に
伝
わ

っ
て
い

る
。

天
符
経

①

一
始
無
始

一

析
三
極

無
蓋
本

②
天

=

地

一
二

人

=
二

一
積
十
鍾

大
三
合
六

生
七
八
九

無
置
化
三

.天
二
一二

地
二
一二

人
二
三

 

③
運
三
四
成
環
五
七

一
妙
術

萬
往
萬
来

④
本
心
本

太
陽
昂
明

人
中
天
地

一

⑤

一
終
無
終

一

用
変
不
動
本

 

こ
れ
を
翻
訳
す
れ
ば
次

の
通
り
で
あ
る
。
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①

一
つ
は
初
め
で
あ
る
が
、
初
め
が
な
い
の
も

一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
が
分
か
れ
て
三
極
に
な
る
が
、
そ
の
根
本
は
尽
き
る
こ

と
が
な
い
。

②
天
の
初
め
は

一
つ
で
あ
り
、
地
の
初
め
は
二
つ
で
あ
り
、
人
の
初
め
は
三
つ
で
あ
る
が
、

一
つ
を
積

み
重
ね
る
と
十
の
大

数
に
至
る
が
、
間
違
い
な
く
三

つ
と
な
る
。

天
の
二
番
目
は
三
つ
で
あ
り
、
地
の
二
番
目
も
三
つ
で
あ
り
、
人
の
二
番
目
も
三
つ
で
あ
る
が
、
大
き
な
三
つ
が
合
わ
さ
っ

て
六

つ
に
な
り
、
七
つ
八
つ
九
つ
を
生
む
。

③
三
を
運
か
し
て
四
と
な
り
、
五
と
七
は
円
環
と
な
る
。

一
つ
が
妙
に
発
展
し
て
万
国
往
き
万
国
来
る
が
、
作
用
は
変
化
し

て
も
根
本
は
動
か
な
い
。

、

④
心
の
根
本
に
根
本
を
お
く
と
、
太
陽
が
昂
明
し
て
人
間
の
中
に
天
地
が

一
体
と
な
る
。

⑤

一
つ
は
終
わ
り
で
あ
る
が
、
終
わ
り
が
な
い
の
も

一
つ
で
あ
る
。
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今

、

天

符

経

の
大

意

を

察

す

れ
ば

、

三

一
哲

学

と

い
わ

れ

る

く

ら

い

一
と

三

の
原

理
を

語

っ
て

い

る
。

一
は

三

に
行

き

三
は

さ

ら

に

一
に
帰

る

が

、

一
は

本

体

で

三

は

作

用

で
あ

り

、

一
は

一
神

で
あ

り

三

は

天

地

人

の
三

極

で
あ

る
。

一
は

一
神

で
あ

る

が

、

無

限

大

の

宇
宙

と
無

限

量

の
根

元

で
あ

る
た

め

無

始

無

終

に

て
、

天

地

人

の
三

極

に

別

れ

て

も

、

一
神

は

一
神

の
ま

ま
残

り

、

ま

た

一
神

は

す

な

わ

ち

本

心

で
あ

る

か

ら

、

人

が
本

心
を

守

れ
ば

太

陽

の
光

明

が

昇

っ
て

、

人

間

の

中

で

天

地

が

一
体

に

な

る

と

い

っ
て

い
る

。
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(3
)

八
理
訓

 

天
符
経
は
八

一
字
で
あ
り
、
三

一
神
詰
は
三
⊥ハ
六
字
で
あ
る
が
、
八
理
訓

(参
栓
戒
経
と
も

い
う
)
は
三
六
六
訓
で
で
き
て

い
る
。
こ
れ
は
大
綜
教
の
礼
節
と
い
わ
れ
る
修
養
経
典
で
、
高
句
麗
の
宰
相
、
乙
巴
素
の
撰
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
聖
典
は
日

帝
時
代
に
檀
君
教
に
よ
り
知
ら
れ
た
が
、
出
版
は
で
き
な
か
っ
た
。
終
戦
後

一
九
六
六
年
、
公
州
の
朴
魯
哲
が

『檀
君
礼
節
教

訓
聖
経
三
百
六
十
事
』
と

い
う
名
で
出
版
し
た
。
そ
の
後

一
九
七
二
年
大
田
の
壇
壇
学
会
か
ら

『参
栓
戒
経
』
と
い
う
名
で
出

版
さ
れ
た
。

八
理
訓
は
大
き
く
は
誠

・
信

・
愛

・
済

・
禍

・
福

・
報

・
応
の
八
理
を
基
本
網
領
と
し
て
、
各
理
ご
と
に

い
く

つ
か
の
章

(体
)
に
分
か
れ
、
各
章
は
ま
た
い
く

つ
か
の
訓

(用
)
に
分
か
れ
、
全
体
は
八
理
四
六
章
三
六
六
訓
に
て
成

っ
て
い
る
。
そ

の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

マ
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第

一
理

誠

(第

一
訓
)

第

一
章

敬
神

(第
二
訓
)

第
三
訓
ー
尊
奉

四
ー
崇
徳

九
ー
浄
室

十
ー
択
齊

十

一

第
二
章

正
心

(十
二
)

十
三
ー
意
植

十
四
-
立
身

二
〇
ー
斥
情

二

一
ー
黙
安

第
三
章

不
忘

(二
二
)

二
三
ー
自
任

二
四
ー
自
記

第
四
章

不
息

(二
九
)

三
〇
i
勉
強

三

一
ー
圓
韓

第
五
章

至
感

(三
七
)

三
八
ー
順
天

三
九
ー
鷹
天

四
五
ー
侍
天

四
六
-
講
天

第
⊥ハ
章

大
孝

(四
七
)

四
八
ー
安
衷

四
九
ー
鎖
憂

五
四
ー
忘
形

五
-
導
化

懐
香

六
ー
彰
道

七
ー
克
禮

八
ー
粛
静

 

十
五
-
不
惑

十
六
ー
溢
厳

十
七

虚
霊

十
八
ー
致
知

十
九
-
開
物

 

二
五
ー
賠
麿

二
六
ー
在
自

二
七
-
雷
虚

二
八
ー
神
聚

 

三
ニ
ー
休
算

三
三
ー
失
始

三
四
ー
塵
山

三
五
ー
放
運

三
六
ー
慢
他

 

四
〇
1
聴
天

四

一
ー
楽
天

四
ニ
ー
待
天

四
三
ー
戴
天

四
四

禧
天

 

五
〇
ー
順
志

五

一
ー
養
麗

五
二
ー
養
ロ

五
三
ー
迅
命
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第
二
理

信

(五
五
)

第

一
章

義

(五
六
)

五
七
ー
正
直

五
八
ー
公
廉

⊥ハ
四
ー
不
尤

六
五
ー
替
憺

第
二
音
†

約

(⊥ハ
⊥ハ
)

六
七
ー
践
実

六
八
ー
知
中

七
四
ー
付
適

七
五
-
何
悔

第
三
章

忠

(七
七
)

七
八
-
侃
政

七
九
-
憺
重

第
四
章

烈

(八
四
)

八
五
-
賓
遇

八
⊥パー
去目
一親

第
五
章

循

(九

こ

九
二
ー
四
時

九
三
ー

日
月

第
三
理

愛

(九
六
)

第

一
章

恕

(九
七
)

九
八
ー
幼
見

九
九
-
似
是

五
九
ー
惜
節

六
〇
1
不
試

六

一
ー
無
親

六
二
ー
捨
己

六
三
ー
虚
証

 

六
九
-
続
断

七
⊥パ
ー
拶
合

七
〇
ー
排
忙

七

一
ー
重
視

七
二
ー
天
敗

七
三
ー
在
我

 

八
〇
-
榮
命

八

一
ー
安
民

八
二
ー
忘
家

八
三
ー
無
身

 

八
七
ー
嗣
孤

八
八
ー

固
貞

八
九
-
呪
仇

九
〇
ー
減
身

 

九
四
-
徳
望

九
五
ー
無
極

 

一
〇

〇
ー

既

誤

一
〇

]
ー

将
失

一
〇

二
ー

心

蹟

一
〇

三
ー

由

情
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第
二
章

容

三

〇
四
)

一
〇
五
ー
固
然

一
〇
六
i
情
外

一
=

ー
緩
急

第
三
章

施

(
=

二
)

一
=
二
r
原
喜

一
一
四
ー
認
懇

一
一
九
ー
厚
薄

一
二
〇
ー
付
混

第
四
章

育

(
一
二

こ

一
二
二
ー
導
業

一
二
三
ー
保
産

一
二
八
ー
勧
謄

一
二
九
ー
潅
凋

第
五
章

教

(
二
二
〇
)

一
三

一
ー
顧
賦

三
二
二
ー
養
性

=
二
七
-
達
勉

一
三
八
ー
力
牧

第
六
章

待

(
=
二
九
)

一
四
〇
ー
未
形

一
四

一
ー
生
芽

第
四
理

済

(
一
四
六
)

第

一
章

時

(
]
四
七
)

一
四
八
-
農
災

一
四
九
ー
涼
怪

一
〇
七
ー
免
故

 

　
五
ー

衿

発

 

一
二
四
ー

奨

勧

 

=
三
二
ー
修
身

 

四
二
ー
寛
遂

 

一
五

〇
1

熱

染

一
〇

八
-

全

昧

 

一
六
ー

公
領

 

一
二

五
ー

敬
言
堕

 

二
二
四
-
湊
倫

 

一
四

三
ー

穏

養

 

一
五

一
ー

凍

享

一
〇
九
ー
半
程

 

一
七

ー

偏

許

 

一
二

⊥
バ
ー

{疋
老

 

三
二
五
ー
不
棄

 

]
四

四
ー

克

終

 

一
五

二
ー

無

時

一
〇
ー

安

念

 

一
八
-

均

隣

 

一
二
七
-
培
幼

 

二
二
六
-
勿
択

 

一
四

五
i

傅
托

 

一
五
三
-
往
時
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一
五

四
ー

將

至

第

二

章

地

(
一
五

五
)

一
五

六
ー

撫

柔

一
五
七
ー

解
剛

一
六

二
i

拓

關

=

ハ
三
ー

水

山

第

三

章

序

(
=

ハ
四
)

一
六

五
-

先

遠

一
六

六
-

首

濱

一
七

一
-

状

健

第

四
章

智

(
一
七

二
)

一
七

三
-

設

備

一
七

四
-

禁

癖

一
七
九

ー

立

本

一
八

〇
ー

収

殖

第

五

理

禍

(
一
八

三
)

第

一
章

欺

(
一
八

四

)

一
八

五
ー

匿

心

一
八
⊥
パ
ー

慢

天

一
九

一
ー

仮

章

一
九

二
ー

無

終

第

二
章

奪

(
一
九

五
)

一
九

⊥
バ
ー

滅

産

↓
九

七

-

易

祀

第

三

章

淫

(
二

〇

二
)

一
五

八
-

肥

甘

 

一
六
七
-
軽
重

 

一
七

五
ー

要

倹

一
八

一
-

造

器

一
八
七
ー
信
独

一
九
三
ー
情
恩

　
九
八
ー
虜
金

一
五
九

ー

燥

湿

 

一
⊥
ハ
八
ー

衆

寡

 

八

1
預
剤

七
六
1
精
食

一
八
八
ー
蔑
親

一
九
四
-
侍
寵

一
九
九
ー
謀
権

一
山
ハ
○
ー

移

物

一
⊥
ハ
一
ー

易

種

 

一
六
九

ー

合

同

一
七

〇
1

老

弱

 

一
七

七
ー

潤

資

一
七

八
-

改

俗

 

一
八
九
ー
騙
殖

一
九
〇
1
賜
傾

 

二
〇
〇
ー
楡
券

二
〇

一
ー
取
人

 

一
一〇
一二
ー
荒
邪

一
一〇
四
ー
肢
主

第
四
章

傷

(二
〇
九
)

二

一
〇
ー
凶
器

二

一
一
ー
鳩
毒

二

一
六
ー
凶
謀

第
五
章

陰

(二

一
七
)

二

一
八
ー
黒
箭

二

　
九
ー
鬼
焔

二
二
四
ー
送
絶

二
二
五
ー
誹
訓

第
⊥ハ
立早

逆

(二
一
工
ハ
)

二
二
七
ー
褻
神

二
二
八
ー
濱
礼

第
⊥ハ
理

福

三
=
二
二
)

第

一
章

仁

(二
三
三
)

二
三
四
ー
愛
人

二
三
五
ー
護
物

二
四
〇
ー
譲
劣

第
二
章

善

(二
四

一
)

二
四
二
ー
慷
概

二
四
三
ー
不
荷

二
四
八
ー
空
我

二
四
九
ー
揚
能

第
三
章

順

(二
五

こ

二
〇
五
ー
蔵
子

 

二

↓
二
ー

好

計

 

二
二
〇
ー
妬
賢

 

二
二
九
ー
敗
理

 

一
=
二
⊥
パ
ー

晶贅

側

 

二
四
四
ー
遠
嫌

二
五
〇
ー
隠
慾

二
〇
六
-
流
胎

 

二

二
二
ー
擢
残

 

二
二

一
ー

嫉

能

 

二
三
〇
ー
犯
上

 

二
三
七
ー
喜
救

 

二
四
五
ー
明
白

二
〇
七
ー
強
勒

二
〇
八
ー
絶
種

 

二

一
四
ー

必

図

二

一
五
-

委

唆

 

二
二
二
ー
間
倫

二
二
三
ー
投
質

 

二

三

一
ー

逆

訪

 

二
三
八
ー
不
驕

二
三
九
ー
自
謙

 

二
四
六
-
継
物

二
四
七
-
存
物
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二
五
二
ー
安
定

二
五
三
-
静
黙

第
四
章

和

(二
五
八
)

二
五
九
ー
修
教

二
六
〇
ー
遵
戒

二
六
五
-
自
就

二
⊥ハ
⊥バー
不
謀

第
五
章

寛

(二
六
七
)

二
⊥ハ
八
-
弘
量

二
⊥ハ
九
ー
不
吝

二
七
四
ー
能
忍

二
七
五
-
蔵
呵

第
⊥ハ
章

巌

(二
七
六
)

二
七
七
ー
屏
邪

二
七
八
ー
特
節

二
八
三
ー
急
秩

第
七
理

報

(二
八
四
)

第

一
章

積

(二
八
五
)

二
八
六
ー
世
久

二
八
七
ー
無
断

第
二
章

重

(二
九
二
)

二
九
三
ー
有
早

二
九
四
ー
恐
失

第
三
章

瓶

(二
九
九
)

三
〇
〇
1
有
久

三
〇

一
ー
有
隣

第
四
章

盈

(三
〇
六
)

三
〇
七
ー
襲
犯

三
〇
八
ー
連
続

第
五
章

大

(二
二

こ

三

一
二
ー
勘
尚

三

=
二
ー
無
偉

第
六
章

小

(三

=
ハ)

三

一
七
ー
背
性

三

一
八
ー
断
連

第
八
理

鷹

(三
二

一
)

第

一
土早

積

(二
=
二
一)

三
二
三
ー
極
尊

三
二
四
ー
巨
有

三
二
九
ー
世
襲

三
三
〇
ー
血
祀

第
二
土早

重

三
二
一二
一
)

三
三
二
ー
福
重

三
三
三
ー
玉
吊

三
三
八
ー
世
章

第
三
章

淡

(三
三
九
)

三
四
〇
ー
鷹
福

三
四

一ー
裕
庫

第
四
章

盈

(三
四
五
)

三
四
六
ー
雷
震

三
四
七
ー
鬼
喝

二
五
四
ー
礼
貌

二
六

一
ー
温
至

二
七
〇
ー
慰
悲

 

二
七
九
-
明
察

 

二
八
八
-
益
増

二
九
五
ー
勉
励

三
〇
ニ
ー
其
然

三
〇
九
-
有
加

三

一
四
ー
騒
峻

三

一
九
-
不
改

三
二
五
ー
上
寿

 

三
三
四
ー
節
化

 

三
四
二
ー
無
厄

三
四
八
ー
滅
家

二
五
五
ー
主
恭

二
⊥ハ
ニ
ー
勿
疑

二
七

一
ー

保
窮

 

二
八
〇
1
剛
柔

 

二
八
九
ー
庭
授

二
九
六
-
株
守

三
〇
三
ー
自
修

三
十
〇
1
傅
悪

三

一
五
ー
外
善

三
二
〇
ー
勤
隣

三
二
六
ー
諸
孫

 

三
三
五
ー
賢
喬

 

四
九
]
絶
祀

四

i
利
随

二
五
六
ー
持
念

二
五
七
ー
知
分

二
六
三
ー
省
事

二
⊥ハ
四
-
鎭
怒

二
七
二
ー
勇
赴

二
七

三
-
正
旋

 

二
八

一
ー
色
荘

二
八
二
ー
能
訓

 

二
九
〇
ー
天
心

二
九
七
ー
斥
請

三
〇
四
ー
不
倦

二
九

一
ー
自
然

二
九
八
-
廣
怖

三
〇
五
-
欲
及

三
二
七
ー
康
寧

三
二
八
ー
仙
安

 

三
三
⊥パー
健
旺

三
三
七

吉
慶

 

三
四
四
-
天
巻

三
五
〇
ー
失
屍
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第
五
章

大

三
二
五

こ

三
五
二
ー
刃
兵

三
五
三

水
火

三
五
四
-
盗
賊

三
五
五
ー
獣
害

三
五
六
ー
形
役

三
五
七
-
天
羅

三
五
八
ー
地
網

三
五
九
ー
及
身

第
六
章

小

(三
六
〇
)

三
⊥ハ
一
ー
貧
窮

三
六
二
ー
疾
病

三
六
三
-
敗
亡

三
六
四
ー
靡
室

三
六
五
-
道
巧

三
六
六
ー
及
子

(
4
)

神

事

記

神
事
記
は

一
九
〇
五
年
乙
巳
年
に
伯
栓
が
羅
詰
か
ら
三

一
神
詰
を
伝
え
ら
れ
た
と
き

一
緒
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
歴
史

の
聖
典
と
し
て
啓
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

神
事
記
は
造
化
紀
、
教
化
紀
、
治
化
紀

の
三
経
に
分
か
れ
て
い
る
。

は
じ
め
の
造
化
紀
は
、
神
が
宇
宙
を
創
造
し
た
過
程
を
記
し
た
も
の
で
、
無
限
の
愛
で
あ
る
大
徳
の
造
化
主
桓
因
の
作
用
で

天
国
を
開
き
、
天
体
と
万
物
を
造
り
、
仙
官
神
将
に
職
分
を
与
え
、
日
世
界
と
雨
、
風
、
雷
等
を
主
管
さ
せ
、

一
男

一
女
を
白

頭
山
に
お

い
て
人
類
の
始
祖
と
定
め
た
等
、
大
綜
教
の
創
世
記
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
番
目
の
教
化
紀
は
、
無
限
の
智
慧
で
あ
る
大
慧
の
教
化
主
桓
雄
の
作
用
に
よ
っ
て
、
天
下
に
降
臨
し
て
大
道
を
立
て
、
大

教

(大
綜
教
)
を
説
い
て
三

一
神
詰
五
訓
で
教
化
し
た
と
い
う
。

三
番
目
の
治
化
紀
は
、
無
限

の
力
の
大
力
で
あ
る
治
化
主
桓
倹

(檀
君
)
の
作
用
に
よ

っ
て
、
穀
物
、
生
命
、
疾
病
、
刑
罰
、

善
悪

の
五
事
を
主
管
し
、
弘
益
人
の
世
と
し
て
国
を
建
て
、
万
万
世
に
系
統
を
伝
え
る
よ
う
に
し
、
三
仙

四
霊
を
し
て
人
間
の
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三
六
六
事
を
治
め
さ
せ
、
彰
虞
は
治
山
治
水
と
家
屋
を
た
て
、
高
矢
は
農
事
と
火
食
を
、
匪
西
岬
神
母
は
物
を
織
り
衣
物
を
作

り
、
飲
食
、
衣
服
、
住
居
の
制
度
を
整
え
、
神
誌
は
文
字
を
作

っ
て
倫
理
を
教
え
、
渥
且
は
病
気
を
治
療
し
、
持
提
は
風
俗
を
、

粛
神
は
姦
悪
な
こ
と
を
と
り
し
ま
り
、
守
己
は
善
行
を
勤
め
賞
罰
を
明
ら
か
に
し
、
男
女
、
父
子
、
君
臣
制
度
を
初
め
て
定
め

た
と

い
う
歴
史
の
記
録
で
あ
る
。

(
5

)

神

理

大

全

神
理
大
全
は
羅
詰
が
性
通
功
完
し
た
後
啓
示
を
受
け
て
作

っ
た
聖
典
で
、
神
位
、
神
道
、
神
人
、
神
教

の
四
編
で
あ
る
。

は
じ
め
の
神
位
編
で
は
、
神
位
は
桓
因
、
桓
雄
、
桓
倹

の
三
位
で
あ
る
こ
と
を
記
し
、
こ
の
三
位
は
唯

一
神
で
あ
る
神
の
三

作
用
で
あ

っ
て
、
三
位
は

一
体
で
あ
り
、
無
上
の
全
知
全
能
に
し
て
天
地
人
に
対
し
無
上
、
無
始
、
無
先

で
あ
る
こ
と
を
説
い

て
い
る
。

二
番
目
の
神
道
編
で
は
、
形
象
な
く
し
て
形
象
し

(無
形
形
)、
言
葉
な
く
し
て
語
り

(無
言
言
)
、
爲
す
こ
と
な
く
し
て
爲

す

(無
爲
爲
)
た
め
、
宇
宙
万
物
は
こ
れ
に
よ
り
生
ま
れ
、
変
化
し
、
成
就
す
る
と

い
っ
て
い
る
。

三
番
目
の
神
人
編
で
は
、
無
形
が

一
度
現
れ
て
、
神
人
の
形
で
降
臨
し
た
ま
い

(見
而
有
形
)
、
言
葉

は
な
い
が

一
度
行
え

ば
神
人
と
し
て
の
教
化
の
言
葉
と
な
り

(行
而
有
言
)
、
為
す
こ
と
は
な
い
が

一
度
動
け
ば
治
化
の
治
め
と
な
り

(動
而
有
爲
)

五
族
を
養
っ
て
万
国
の
上
王
と
な
り
、
五
訓
を
広
め
て
億
兆
蒼
生
の
始
祖
と
な
り
、
五
事
を
施
し
て
百
教

の
始
め
と
な

っ
た
と

い
っ
て
い
る
。

四
番
目
の
神
教
編
で
は
、
大
綜
教
の
原
理
が
二
三

で
あ
り
、

一
が
あ

っ
て
も
三
が
な
け
れ
ば
作
用
が
な
く
、
三
が
あ

っ
て
も

2〃



川

 

一
が
な

け

れ

ば

主

体

が
な

く

、

従

っ
て

一
は

三

の
主

体

と

な

り

、

三

は

一
の
作

用

に
な

る
。

故

に
、
大

綜

教

の

一
三

と

三

一
を

学

び
修

め

れ
ば

、
神

に
帰

っ
て

一
つ
と

な

り

、

我

自

身

が

天

界

の
創

造

と

運

行

の
神

功

に
参

与

し

て
神

人

に
な

る
と

い

っ
て

い

る

。
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(
6
)

会

三

経

会
三
経
は
白
圃
徐

一
が
性
通
功
完
し
た
後
に
啓
示
を
受
け
て
作
っ
た
聖
典
で
、
三
神

(桓
因
、
桓
雄
、
桓
倹
)
三
哲

(上
哲
、

中
哲
、
下
哲
)
三
妄

(心
、
気
、
身
)
三
途

(感
、
息
、
触
)
三
我

(性
天
、
霊
神
、
道
徐
)
三
倫

(愛
、
礼

、
道
)
三
界

(神
、

人
、
魔
)
三
会

(大
、
中
、
小
)
帰

一

(三
真
帰

一
、
返
真

一
神
)
の
九
編
に
分
か
れ
、
三

一
神
詰
を
仏
教
の
妙
法
と
易
学
と

道
教
の
原
理
に
哲
学
を
加
え
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
徐

一
は
儒
仏
仙
に
通
達
し
た
大
哲
で
、
儒
仏
仙
を
抜
粋
し
て
そ
の
精

随
を
総
合
し
た
も
の
が
三

一
神
詰
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
従

っ
て
儒
仏
仙
は
小
我
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
集
ま

っ
て

一
に
な

っ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
本
が
大
我
で
あ
り
、
そ
の
大
我
が
三

一
神
詰
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

(
7

)

三

法

会

通

三
法
会
通
は
、
手
世
復
が
五
十
余
年
間
に
わ
た
っ
て
大
保
教
の
修
行
成
哲
法
で
あ
る
三
法
を
修
行
し
た
体
験
に
よ
り
、
そ
の

修
行
方
法
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
第

一
章

・
三
法
名
、
第
二
章

・
三
法
略
説
、
第
三
章

・
三
法
会
通
に
分
か
れ
て
い

る
。

γ

(8

)

神

壇

実

記

神
壇
実
記
は
、
金
献
が
、
神
人
檀
君
の
実
記
の
意
味
で
、
檀
君
の
史
蹟
と
固
有
神
教
の
形
跡
を
内
外
の
文
献
か
ら
抜
粋
し
て
、

大
綜
教
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

三

大
保
教
の
思
想
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大
綜
教
の
経
典
中
最
も
重
要
な
も
の
は
、
天
符
経
と
三

一
神
詰
で
あ
る
。
天
符
経
は
三

一
神
詰
の
主
体
と
な
る
経
典
で
あ
り
、

三

一
神
詰
は
天
符
経
の
作
用
で
あ
る
経
典
で
、
こ
の
二
経
典
は
相
補

の
関
係
に
あ
る
。
今
こ
の
二
経
典
を
中
心
と
し
て
、
大
綜

教
の
思
想
を
考
察
し
て
み
る
。

(
1
)

大

綜

教

の

宇

宙

観

大
綜
教
で
は
、
宇
宙
は
神
が
創
造
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
宇
宙
の
起
源
に
関
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
創
造
説
と
東
洋

の
自
然
発
生
説
と
科
学
者

の
宇
宙
進
化
説
が
あ
る
。
創
造
説
は
全
知
全
能
の
神
が
超
越
的
権
能
を
も

っ
て
宇
宙
万
物
を
創
造
し

た
と

い
い
、
自
然
発
生
説
は
、
仏
教
で
は
宇
宙
の
森
羅
万
象
は
因
縁
に
よ
り
作
ら
れ
た
と

い
い
、
儒
教
で
は
、
太
極

(理
)
と

陰
陽

(気
)
の
作
用
に
よ
り
宇
宙
万
物
が
生
成
し
た
と
い
い
、
科
学
者
は
、
太
初
に
エ
ナ
ジ
ー
が
大
爆
発

し
て
分
散
膨
張
し
、

天
体
と
万
物
が
進
化
的
に
形
成
さ
れ
た
と
い
う
。
大
綜
教
の
宇
宙
起
源
論
は
創
造
説
に
似
て
い
る
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
の
創
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造
神
は
超
越
的
存
在
で
人
間
と
は
隔
離
さ
れ
て
い
る
が
、
大
綜
教
の
創
造
神
は
超
越
的
存
在
で
あ
る
と
同
時

に
人
間
に
内
在
し

て
、
心
の
根
本
に
根
本
を
お
く
と
太
陽
が
昂
明
し
て
人
間
の
中
に
天
地
が

一
体
と
な
る
と
い
う
。
大
僚
教
に
は
天
人
合

一
の
思

想
が
あ

っ
て
、
こ
の
点
で
キ
リ
ス
ト
教
と
異
な
る
。

従

っ
て
宇
宙
創
造
の
三
体
で
あ
る
神
に
対
す
る
見
解
も
、
天
神
、
地
神
、
人
神
の
三
神

一
体
と
な
る
。
大

僚
教
の
神
観
は
、

神
は
唯

]
神
で
あ
る
が
こ
の

一
神
は
大
徳
、
大
慧
、
大
力
の
三
権
能
を
持
ち
、
大
徳
は
生
の
原
理
、
大
慧
は
化
の
原
理
、
大
力

は
成
の
原
理
で
あ
り
、
生
は
造
化
で
あ
り
、
化
は
教
化
で
あ
り
、
成
は
治
化
で
あ
る
。

一
つ
の
神
が
こ
の
三

つ
の
力
を
も

っ
て

こ
の
三
つ
を
行
う
と
き
、
各
々
そ
の
造
化
を
桓
因
と
い
い
、
そ
の
教
化
を
桓
雄
と
い
い
、
そ
の
治
化
を
桓
倹
と

い
う
の
み
で
、

神
が
三
つ
存
在
し
て
こ
の
三
つ
を
各
々
行
う
の
で
は
な
い
と
い
う
。
従

っ
て
、
分
か
れ
れ
ば
三
つ
で
あ
り
合

わ
さ
れ
ば

一
つ
だ

と
い
う
神
位
が
定
ま
り
、
こ
の
神
の
位
相
に
よ

っ
て
宇
宙
万
物
の
造
化
が
成
し
遂
げ
ら
れ
、

↓
は
三
の
本
体

と
な
り
三
は

一
の

作
用
と
な
る
。

2i4

 

(2
)
大
徐
教
の
世
界
観

 

大
徐
教
で
は
上
中
下
三
界
、
す
な
わ
ち
神
界
と
人
間
界
と
魔
界
を
記
し
て
い
る
。
三

一
神
詰
天
宮
訓
を
見
る
と
、
万
善
万
徳

の
吉
祥
光
明
の
天
宮
に
入
る
た
め
に
は
、
性
通
功
完

(本
性
を
通
じ
功
労
を
完
う
す
る
)
す
な
わ
ち
修
道
を
し
て
使
命
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
性
通
功
完
し
た
人
が
ゆ
く
所
が
天
宮
、
す
な
わ
ち
神
界
で
あ
り
、
そ
う
で
な
い
人
が
ゆ

く
所
が
魔
宮
、
す
な
わ
ち
地
獄
で
あ
る
。
人
間
は
そ
の
中
間
に
あ
る
人
間
界
に
住
ん
で
い
る
。

大
綜

教
で
は
浄
土
と
か
天
堂
の
よ
う
な
来
世
の
理
想
郷
を
天
宮
と

い
う
が
、
そ
の
天
宮
は
天
上
天
宮
、
地
上
天
宮
、
人
身
天

下
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宮
に
分
か
れ
、
天
上
天
宮
は
神
の
国
に
、
地
上
天
宮
は
白
頭
山
に
、
人
身
天
宮
は
人
間
の
頭
に
あ
る
と
い

っ
て
い
る
。
地
上
天

宮
が
白
頭
山
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
大
僚
教
に
お
い
て
は
白
頭
山
が
人
類
の
発
生
地
と
見
る
か
ら
で
あ
る
。
大
綜
教
に
よ
れ
ば
、

人
類
の
始
祖
は
那
般
と
阿
曼
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
最
初
満
州
の
松
花
江
上
流
、
す
な
わ
ち
白
頭
山
近
く
に
住
み
、
こ
れ
ら
の
子

孫
が
黄
、
白
、
玄
、
赤
、
藍
の
五
色
人
種
に
分
か
れ
た
と

い
う
。

(3
)
大
綜
教
の
人
間
観

 

人
間
と
万
物
は
皆
先
天
的
に
性
、
命
、
精
の
三
真
と
心
、
気
、
身
の
三
妄
を
受
け
て
生
ま
れ
た
。
普
通

の
大
衆
は
三
妄
に
流

れ
苦
痛
を
受
け
る
が
、
止
感
、
調
息
、
禁
触
の
三
法
を
修
め
修
行
す
れ
ば
真
境
に
至
り
、
性
通
功
完
し
て
性
、
命
、
精
の
三
真

に
帰

一
す
れ
ば
哲
人
に
な
る
。
哲
人
は
す
な
わ
ち
神
と
合

一
し
た
境
地
で
あ
る
。

大
保
教
の
人
間
観
は
会
三
経
三
我
編
に
よ
く
表
れ
て
い
る
が
、
三
我
と
は
性

(天
)
我
、
霊

(神
)
我
、
道

(綜
)
我
を
い

い
、
我
と
は
天
神
大
道
か
ら
降
り
受
け
た
種
子
を
い
う
。
性
我
は
自
尊
に
偏
し
や
す
い
か
ら
独
我
観
を
た

て
、
霊
我
は
自
愛
に

偏
し
や
す
い
か
ら
為
我
観
を
た
て
、
道
我
は
自
謙
に
偏
し
や
す
い
か
ら
無
我
観
を
た
て
る
。
こ
れ
ら
の
独
我
観
、
為
我
観
、
無

我
観
は
、
独
り
行
う
と
き
は
自
尊
、
自
愛
、
自
謙
に
偏
す
る
か
ら
、
三
つ
が

一
体
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
三
我
が

一
体

と
な

っ
た
の
が
大
我
で
あ
る
。

天
は
我
が
性
で
あ
り
、
神
は
我
が
霊
で
あ
り
、
綜
は
我
が
道
で
あ
る
が
、
我
相
と
い
う
も
の
が
本
来
あ

る
の
で
は
な
く
、
神

道
の
変
換
に
よ
り
生
ま
れ
る
も
の
で
、
神
化
の
作
用
に
よ
り
不
可
避
な
る
原
理
に
従
う
よ
う
に
な
る
故
に
、
先
天
的
な
我
は
始

め
が
な
く
、
後
天
的
な
我
は
終
わ
り
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
我
は
自
身
の
我
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
帰
結
す
る
。
結
局
我
と
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い
う
の
は
、
あ
る
個
体
ま
た
は
自
身
に
対
す
る

一
人
称
の
代
名
詞
だ
け
で
は
な
い
。

小
我
観
に
お
い
て
は
私
自
身

の
み
我
と
思
う
が
、
大
我
観
に
お
い
て
は
私
以
外

の
全
人
類
が
我
で
な

い
も
の
は
な
い
。
私
個

人
と
人
類
と
神
と
宇
宙
が

一
体
と
な
る
の
が
正
に
大
我
で
あ
る
と
い
う
。
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(4
)
大
綜
教

の
三
教
合

一
思
想

 

大
綜
教
の
教
理
の
特
徴
は
儒
仏
仙
三
教

の
合

一
性
に
あ
る
。
修
養
方
法
で
あ
る
止
感
、
調
息
、
禁
触
を
見
て
も
、
感
情
を
抑

制
す
る
止
感
法
は
明
心
見
性
す
る
仏
教
に
似
て
お
り
、
呼
吸
を
調
え
る
調
息
法
は
養
気
煉
性
す
る
仙
道
に
似
て
お
り
、
接
触
を

禁
ず
る
禁
触
法
は
修
身
率
性
す
る
儒
教
に
似
て
い
る
。

ま
た
三
我
観
に
お
い
て
、
天
の
性
我
、
神

の
霊
我
、
綜

の
道
我
に
お
け
る
性
我
の
独
我
観
、
霊
我
の
為
我
観
、
道
我
の
無
我

観
は
、
各
々
止
感
、
調
息
、
禁
触
す
な
わ
ち
三
教
の
修
養
法
に
通
ず
る
。

四

大
綜
教
か
ら
見
た
宗
教
統

一
の
可
能
性

 

(1
)
大
綜
教

の
総
合
性

 

ω

檀
君
信
仰
思
想
の
伝
承

大
僚
教
は

一
九
〇
九
年
に
創
立
さ
れ
た
が
、
本
来
五
千
年
前
に
存
在
し
た
檀
君
信
仰
思
想
を
重
光
し
た
た
め
、
檀
君
信
仰
が

本
来
総
合
的
な
よ
う
に
、
大
僚
教
も
ま
た
そ
の
思
想
構
成
が
総
合
的
で
あ
る
。
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檀
君
信
仰
思
想
を
伝
え
た
の
は

「
三
国
遺
事
」
の
記
録
と

「
桓
壇
古
記
」
の
記
録
で
あ
る
。
三
国
遺
事

に
は
昔
、
桓
国

(そ

の
主
宰
者
が
桓
因
で
あ
る
)
が
あ

っ
た
が
、
桓
因
の
庶
子

・
桓
雄
が
し
ば
し
ば
天
下
を
思

い
人
世
を
貧
求

し
た

(食
求
人
世
)
。

父
た
る
桓
因
は
そ
の
子
の
考
え
を
知
り

(父
知
子
意
)
、
天
符
印
三

つ
と
神
衆
三
千
を
与
え
、
白
頭
山
の
神
壇
樹

の
下
に
降
り

さ
せ
て
、
神
市
を
建
設
し
て
弘
益
人
間
の
理
想
を
達
成
さ
せ
た
。

こ
の
と
き
地
上
の
熊
と
虎
が
人
間
に
な
り
た
い
と
願

っ
た
の
で

(願
化
為
人
)
、
桓
雄
は
か
れ
ら
に
、
よ
も
ぎ

(蓬
)
と
に

ん
に
く

(蒜
)
を
食
し
百
日
間
日
光
を
見
な

い
な
ら
人
間
に
な
る
と
い
っ
た
。
熊
は
二
十

一
日
間
謹
し
ん
だ
の
で
女
の
人
間
と

な

っ
た
が
、
虎
は
放
棄
し
て
人
間
に
な
れ
な
か

っ
た
。
熊
か
ら
女
に
な

っ
た
熊
女
が
子
を
妊
娠
し
た
い
と
願
う
の
で

(呪
願
有

孕
)
、
桓
雄
は
臨
時
に
人
間
と
化
し
て
結
婚
し

(化
而
婚
之
)
檀
君
を
生
み
、
そ
の
檀
君
が
朝
鮮
を
開
国
し
て
最
初
の
統
治
者

と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

三
国
遺
事
に
は
桓
国
を
天
上
の
国
、
神
市
を
神
仙
の
国

・
朝
鮮
を
地
上
の
国
と
し
て
い
る
が
、
桓
壇
古
記
、
三
聖
紀
に
は
、

桓
国
は
天
上
の
国
で
は
な
く
地
上
の
実
在
国
と
記
さ
れ
て
お
り
、
波
奈
留
の
山
下
に
南
北
五
万
里
、
東
西

二
万
里
の
十
二
国
か

ら
構
成
さ
れ
、
こ
の
存
続
期
間
も
七
世
三
三
〇

一
年
と
な

っ
て
お
り
、
桓
雄
も
天
国
か
ら
下
降
し
た
の
で
は
な
く
、
桓
国
の
末

に
太
白
に
倍
達
国
を
た
て
、
終
わ
り
に
青
郎
国
に
移
り
十
八
世

一
五
⊥ハ
五
年
間
続
い
た
と
い
い
、
各
代
の
桓
雄
の
在
任
期
間
と

そ
の
寿
命
が
記
さ
れ
て
い
る
。

②

神
人
合

一
思
想

桓
国
と
倍
達
国
が
天
国
と
神
仙
国
と
い
う
非
地
上
国
家
で
あ

っ
た
か
、
ま
た
は
現
実
的
地
上
国
家
で
あ

っ
た
か
は
問
題
で
あ

る
。
三
国
遺
事
の
檀
君
説
話
ま
で
も
実
在
の
事
実
で
な
く
、
た
だ
神
話
に
す
ぎ
な
い
と
見
る
人
も
少
な
く
な
い
の
で
、
桓
壇
古
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記
の
桓
国
と
倍
達
国
を
地
上
国
家
と
し
て
実
在
し
た
と
信
じ
な
い
人
が
多

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
桓
国
や
倍
達
国
が
実
在
し
た

地
上
国
家
で
な

い
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
先
人
た
ち
の
理
想
化
さ
れ
た
思
考
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
そ
れ
を

一
つ

の
信
仰
形
態
と
し
て
持

つ
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
だ
と
思
う
。
大
綜
教
は
本
来
天
上
の
神
と
地
上
の
神
と
人
間
の
神
が
三
神

一

体
で
あ
る
と
い
う
神
人
合

一
の
教
理
で
あ
る
た
め
、
桓
国
と
か
神
仙
国
と
か
朝
鮮
国
が
同
時
に
天
国
で
も
あ
り
、
神
仙
国
で
も

あ
り
、
地
上
国
で
も
あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

新
羅
時
代
に
孤
雲
崔
致
遠
は
、
韓
国
の
古
代
の
固
有
信
仰
を
風
流
道
と
い
い
、
そ
の
風
流
道
は
儒
仏
仙
三
教
を
包
含
し
て
い

る
と
い
っ
て
い
る
が
、
彼
が
風
流
道
と
い
っ
た
の
は
檀
君
信
仰
ら
し
い
。
檀
君
信
仰
に
は
儒
仏
仙
の
三
教
が
総
合
的
に
包
含
さ

れ
て
い
る
。
檀
君
説
話
で
、
檀
君
が
朝
鮮
国
を
開
国
し
て
統
治
者
に
な
っ
た
と

い
う
の
は
儒
教
思
想
で
あ

る
。
ま
た
桓
因
を
仏

教
の
天
神
で
あ
る
祭
釈
天
に
比
喩
し
、
熊
と
虎
に
人
間
に
な
る
た
め
の
試
練
を
与
え
た
の
は
仏
教
で
あ

っ
て
、
見
性
し
て
覚
者

で
あ
る
仏
陀
と
な
る
た
め
に
は
、
祈
禧
と
参
禅

の
よ
う
な
修
練
を
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
檀
君
が
終
わ
り
に
隠
れ
て
山

神
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
隠
遁
的
性
格
は
道
教
と
同
じ
で
あ
る
。

古
代
の
風
流
道
で
あ
る
檀
君
信
仰
を
復
活
さ
せ
た
大
綜
教
の
教
理
に
、
儒
仏
仙
三
教
の
思
想
が
総
合
的
に
内
在
し
て
い
る
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
大
綜
教
の
宇
宙
観
に
お
い
て
、
宇
宙
を
神
が
創
造
し
た
と
い
う
の
は
キ
リ

ス
ト
教
と
同
じ
で
あ

り
、
そ
の
神
が
三
神

一
体
だ
と

い
う
こ
と
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
三
位

一
体
思
想
と
同
じ
で
あ
る
。

③

大
和
合
思
想
と
し
て
の
大
我
思
想

大
綜
教

の
思
想
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
が
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
大
我
思
想
で
あ
る
。
人
間
を
三
我
と
見
て
、
天
に
根
ざ

し
た
性
我
と
、
神
に
根
ざ
し
た
霊
我
と
、
綜
に
根
ざ
し
た
道
我
が
あ

っ
て
、
性
我
を
実
現
す
る
道
は
独
我
観
で
あ
り
、
霊
我
を
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実
現
す
る
道
は
為
我
観
で
あ
り
、
道
我
を
実
現
す
る
道
は
無
我
観
で
あ
る
が
、
独
我
観
、
為
我
観
、
無
我
観
が
独
り
行
わ
れ
る

と
自
尊
と
自
愛
と
自
謙
に
偏
し
や
す
い
か
ら
、
こ
の
三
つ
が

一
体
と
な
っ
て
大
我
を
実
現
さ
せ
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
っ
て
い
る
。

人
間
は
あ
ら
ゆ
る
人
類
と
と
も
に
大
我
を
実
現
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
宇
宙
万
物
と
も
大
我
を
実
現
す
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
大
和
合
思
想
に
、
大
綜
教

の
総
合
性
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
人
間
の
性
と
霊
と
道
が
人
間
自
体
に

由
来
す
る
の
で
な
く
、
天
と
神
と
保
に
由
来
す
る
と
い
う
自
然
と
人
間
の

一
致
観
、
天
人
合

一
性
、
天
地
は
我
と
と
も
に
同
根

で
あ
り
万
物
は
我
と
と
も
に

一
体
で
あ
る
と
い
う
東
洋
的
大
同
思
想
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

(2
)
大
綜
教
か
ら
見
た
宗
教
統

一
の
可
能
性

 

大
保
教
は
、
そ
の
教
理
の
総
合
性
か
ら
、
他
宗
教
と
の
摩
擦
を
引
き
お
こ
す
こ
と
な
く
、
宗
教
統

一
の
可
能
性
を
示
し
て
い

る
。
大
綜
教

の
宇
宙
観
と
神
観
は
、
唯

一
神
的
性
格
を
持
ち
な
が
ら
、
多
神
ま
た
は
汎
神
的
性
格
も
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
神

が
唯

一
神
で
あ
る
か
、
多
神
ま
た
は
汎
神
で
あ
る
か
と
い
う
論
争
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
大
綜
教
の
三
体

一
神
思

想
と
神
入
合

一
思
想
は
、
神
中
心
の
思
考
方
式
に
お
い
て
人
間
を
無
観
し
、
人
間
中
心
の
思
考
方
式
に
お

い
て
神
を
無
観
す
る

両
極
的
思
考
方
式
に
対
し
、

一
つ
の
調
整
的
役
割
を
演
ず
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
う
。

ま
た
大
保
教
の
天
宮
思
想
は
、
人
間
の
追
求
す
る
理
想
郷
を
よ
く
表
し
て
お
り
、
そ
の
天
宮
が
道
徳
的
理
想
を
表
現
し
て
い

る
の
は
感
動
的
で
あ
る
。
道
徳
的
理
想
が
実
現
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
理
想
社
会
は
必
ず
し
も
来
世
の
み
に
期
待
す
る
必
要
は

な
く
、
現
世
に
お
い
て
も
天
宮
建
設
が
可
能
で
あ
り
、
地
上
天
国
の
実
現
も
期
待
で
き
る
と
思
う
。
現
世
か
来
世
か
、
ま
た
は

地
上
天
国
か
来
世
天
国
か
と
い
う
選
択
的
思
考
方
式
よ
り
も
、
現
世
と
来
世
を
同
じ
く
肯
定
し
、
来
世
天
国
と
共
に
地
上
天
国
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川
い



を
是
認
す
る
大
僚
教

の
思
想
は
、
世
界
観
の
差
異
か
ら
く
る
宗
教
間
の
紛
争
を
調
整
し
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
宗
教
統

一
の
可

能
性
を
提
示
し
て
い
る
。

結
論
と
し
て
、
大
綜
教
は
韓
国
の
民
族
宗
教
で
あ
る
が
、
そ
の
教
理
の
総
合
性
か
ら
見
て
、
世
界
宗
教
の
樹
立
を
目
指
す
宗

教
統

一
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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天
理
教
の
経
典
か
ら
見
た

ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
と
宗
教
統


